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一般社団法人中部経済連合会 国際委員会 

外国にルーツを持つ児童生徒向け日本語/学習教室の支援 
＜パイロット活動の総括と今後の方針＞ 

 

◆ 2024 年央の在留外国人数は 359 万人と過去最高。2050 年／

729 万人、2070 年／939 万人(全人口の 11%)と推計される。 
 

◆ 先進諸国の生産年齢人口減少に伴う国際的な外国人材の獲得競争

に備え、選ばれる国になるための受け入れ体制の整備・拡充が必須。 
 

◆ 永住者・定住者は既に 5 割を占め、育成就労制度の創設等、入管法

改正の動きの中、家族を含む外国人の定住化の伸展が見込まれる。 
 

◆ 外国人材受入れ政策の中でも、家族である外国ルーツの子供たちの

社会進出を推進する教育環境の整備は重要課題。 
 

◆ 子供たちの教育環境は厳しく、低進学率や不就学が問題化。 
 

◆ 就学・進学を阻む最大要因は、日本語能力の習熟度。日本語指導を

必要とする児童生徒数は全国で約 7 万人。(過去 10 年間で倍増) 
 

◆ 学校における日本語教育に加え、学校外での日本語学習や学校履修

教科の補習の必要性は高く、これを担う地域の日本語教室（ボラン

ティア運営主体）は、様々な支援を必要としている。 
 

◆ 定住者比率が高い中部圏の対象児童数は全国の 4 割を占める。 

■ 背景と課題認識 
（数値出典：入管庁、文科省、国立社会保障･人口問題研究所の公表値） 

報告事項３-(５) 
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＜外国人在留資格について＞（数値出典: 入管庁公表資料「令和 5 年末現在における在留外国人数について」） 

 

 

＜在留外国人数の推移＞     （数値出典: 入管庁公表資料「令和 5 年末現在における在留外国人数について」） 

 

＋ 約 15 万人／年 

■ 在留外国人の現状 
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＜在留外国人 資格別内訳＞ 

 

 

 

＜日本語指導が必要な児童生徒数＞ 

■ 外国にルーツを持つ児童生徒の現状 

出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受け入れに関する調査（令和 5 年度）」 
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＜日本語指導が必要な児童生徒数の多い都道府県＞ 
 上位 10 都府県（母国言語別 公立学校在籍数） 

 

 

愛知県は全体の 20% 中部 5 県合計では 35％ 

データ出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（令和 5 年度）」 

■ 2030 年に向けた外国人政策の在り方 

出典：経団連提言「Innovating Migration Policies」 
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＜日本語･学習教室の現状と課題＞（愛知県令和 5 年ｱﾝｹｰﾄ結果、中経連･愛知経協･AIA による聞き込み） 

 

 

＜産学官連携による目指す姿＞ 

 

運営団体 80％が民間ボランティア団体

活動場所 70％が自治体管理の公民館や集会所

資金調達 行政からの補助金・助成金が中心

スタッフ 60％の教室が指導員10人未満の小規模体制

生徒の通学 保護者の自動車による送迎が大半

困りごと
➀人材不足　②安定した活動場所の確保　③運営資金不足
④通学手段の確保

不足する人材 ➀学習指導　②経営事務作業　③広報（HPやSNS活用など）

・ 組織基盤が脆弱な民間ボランティア団体が運営主体
・ 学習指導・運営スタッフの不足が、共通かつ最大の課題（高齢化など）
・ 自治体・国際交流協会との連携が中心で、企業との連携や交流は未だ少ない

◆ 日本語・学習教室の現状

◆ 教室運営の課題

人的支援 物的支援 金銭的支援

支援側 マッチング機能 受入側

現場（教室）のニーズに応じた「人的」、「物的」、
「金銭的」支援が具体化し実践に結びついている
状態

関係組織の役割分担が明確となり、支援側と受
入側をマッチングする仕組み・体制が構築されて
いる状態

・企業社員

・学生

(ボランティア)

・企業施設、

物品

・学校施設

・基金

・行政補助金

・企業寄付

・企業

・大学

・行政（県、市町村)

・国際交流協会

・経済団体

・日本語教室

＋ ＋

■ 産学官連携による日本語・学習教室支援の取り組み 
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＜評価（第５回ボランティア参加者からのフィードバック）＞ 

■ 産官 5 団体による 3 年間のパイロット活動 
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＜パイロット活動から分かったこと（ボランティア マッチングイベント）＞ 

 

＜パイロット活動から分かったこと（基礎自治体における連携の好事例）＞ 

豊明市の具体的な展開状況 
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■ パイロット活動の総括と今後の進め方 


